
◎
課
題
意
識
と
狙
い

　

大
阪
市
立
大
商
学
部
で
は
、「
考
え
る

実
学
」
を
基
礎
に
「
理
論
と
実
務
と
の

融
合
」を
目
指
す
。
こ
の
目
標
を
踏
ま
え
、

加
藤
司
教
授
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
商
学
は
実
学
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
大
学
で
の
学

び
と
実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
ギ
ャ
ッ
プ

が
あ
り
ま
す
。
大
学
で
の
学
び
を
ビ
ジ

ネ
ス
に
当
て
は
め
た
時
、
ど
の
よ
う
な

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の
か
を
学
生
に
体
験

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
」

　

こ
の
よ
う
な
課
題
意
識
か
ら
、
企
業

が
出
す
課
題
に
つ
い
て
学
生
が
グ
ル
ー

プ
で
解
決
策
を
考
え
て
提
案
す
る
授
業

を
、
２
０
０
７
年
度
か
ら
始
め
た
。
そ
れ

が
、１
年
次
の
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
論
」

と
２
年
次
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」だ
。
な
ぜ
１
・
２
年
次
に「
課
題
解
決
」

の
授
業
を
体
験
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

鈴
木
洋
太
郎
教
授
は
、「
３
年
次
か
ら
の

専
門
ゼ
ミ
で
は
本
格
的
に
理
論
を
学
び

ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
、
実
務
と
理
論
の

関
係
性
や
実
務
を
行
う
上
で
の
理
論
の

重
要
性
を
理
解
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま

し
た
」
と
説
明
す
る
（
図
１
）。

◎
取
り
組
み
内
容

　
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
論
」
は
、
課
題

解
決
の
た
め
の
思
考
法
や
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
科
目
だ
。

11
年
度
は
２
ク
ラ
ス
開
講
し
、
１
年
生

の
約
３
割
に
当
た
る
70
人
が
受
講
し
た
。

　

１
ク
ラ
ス
に
つ
き
３
つ
の
企
業
か
ら

課
題
が
出
さ
れ
、
全
15
コ
マ
の
う
ち
４

コ
マ
ず
つ
各
社
の
課
題
に
取
り
組
む
。

課
題
は
、
商
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調

査
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
集
客
企

画
な
ど
、
実
際
の
企
業
活
動
で
行
わ
れ

て
い
る
も
の
だ
。
学
生
は
５
〜
６
人
で

１
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
課
題
の
解
決
策

を
討
議
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
。
そ
し
て
、
企
業
と
ク
ラ
ス
担
当

教
員
が
評
価
す
る
。
１
つ
の
課
題
に
取

り
組
む
期
間
は
短
い
が
、
学
生
が
１
つ

め
の
課
題
で
失
敗
し
て
も
、
次
の
課
題

で
再
挑
戦
し
て
ス
キ
ル
を
高
め
ら
れ
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
学
生

同
士
、
学
生
と
教
員
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
特
徴
だ
。

　

授
業
を
運
営
す
る
中
瀬
哲
史
教
授
は

学
生
の
取
り
組
み
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
学
生
は
教
員
が
想
定
し
た
以
上
に
勉

強
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
週
１
回
昼

休
み
に
集
ま
り
、
食
事
を
し
な
が
ら
課

大学選択
　新たな視点

学生が伸びる学び方

大
学
で
の
専
門
教
育
に
つ
な
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
に
社
会
で
活
躍
す
る
イ
メ
ー
ジ
も
想
起
さ
せ
る

教
育
の
取
り
組
み
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
今
号
で
は
４
月
号
に
引
き
続
き
、

体
験
型
学
習
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
心
に
置
き
、
学
生
の
意
欲
を
伸
ば
し
て
き
た
西
日
本
の
大
学
・
学
部
を
紹
介
す
る
。

専
門
性
と
社
会
を
関
連
さ
せ
た

体
験
型
学
習
を
行
う
学
部〈
西
日
本
編
〉

今
号
の
視
点

体
験
型
学
習
で
ビ
ジ
ネ
ス
で
の

理
論
の
必
要
性
を
実
感

大
阪
市
立
大
商
学
部
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
論
」

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
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題
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
、
メ
ン
バ
ー
の

下
宿
先
に
集
ま
り
夜
遅
く
ま
で
発
表
資
料

を
作
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
自
発
的
な
授
業

外
学
習
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　

評
価
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
企
業
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
だ
け
で
は
な
い
。
提

案
に
論
理
性
や
課
題
と
の
整
合
性
が
な
い

時
は
、「
課
題
が
分
析
で
き
て
い
な
い
」「
課

題
の
解
決
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
」
な

ど
、
教
員
や
Ｔ
Ａ
（
＊
１
）
に
よ
る
丁
寧
、

か
つ
厳
し
い
指
導
が
入
る
。

　
「
企
業
か
ら
の
評
価
が
高
く
て
も
、
論

理
性
に
欠
け
る
提
案
を
厳
し
く
評
価
す
る

の
は
、
大
学
の
学
問
と
し
て
必
要
な
思
考

の
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
て
い
る
か
ら
で

す
」（
鈴
木
教
授
）

　

こ
の
応
用
編
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
る

科
目
が
、
２
年
次
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
（
以
下
、
プ
ロ
ゼ
ミ
）」
だ
。

１
ク
ラ
ス
20
人
以
下
で
、
11
年
度
は
前
期

１
ク
ラ
ス
、
後
期
５
ク
ラ
ス
の
合
計
６
ク

ラ
ス
が
開
講
さ
れ
た
。

　
「
プ
ロ
ゼ
ミ
は
、
１
つ
の
企
業
の
事
例

に
じ
っ
く
り
取
り
組
み
ま
す
。
あ
る
企
業

の
事
例
で
は
、
商
品
の
販
売
促
進
を
テ
ー

マ
と
し
な
が
ら
も
、
営
業
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
面
に
加
え
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
調

査
を
通
じ
て
製
造
や
人
事
部
門
と
の
か
か

わ
り
を
学
び
、
企
業
活
動
の
全
体
像
を
体

験
さ
せ
て
い
ま
す
」（
中
瀬
教
授
）

◎
成
果
と
課
題

　

１
・
２
年
次
に
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

論
」
や
「
プ
ロ
ゼ
ミ
」
で
鍛
え
ら
れ
、
目

的
意
識
を
高
く
持
っ
た
上
で
、
３
年
次
か

ら
専
門
ゼ
ミ
を
選
択
す
る
学
生
が
増
え
て

い
る
。「
理
論
の
重
要
性
が
理
解
で
き
て

い
な
い
と
、
専
門
ゼ
ミ
で
学
ぶ
内
容
の
価

値
が
分
か
ら
ず
、
学
び
が
深
ま
り
ま
せ

ん
。
１
・
２
年
次
で
の
学
び
を
通
じ
て
、

課
題
解
決
に
は
理
論
の
裏
付
け
が
必
要
だ

と
気
付
く
こ
と
が
、
自
主
的
に
学
ぶ
姿
勢

に
も
結
び
付
い
て
い
ま
す
」（
中
瀬
教
授
）

　

12
年
度
か
ら
社
会
人
に
な
る
山
本
竜
也

さ
ん
は
、「『
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
論
』
で

課
題
解
決
に
必
要
な
知
識
や
理
論
が
足
り

な
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
入
学
当
初
は
あ
ま
り
関
心

の
な
か
っ
た
流
通
を
扱
う
ゼ
ミ
に
入
り
ま

し
た
」
と
話
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
経
験
を
生
か
し
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
学
生
も
い
る
。
12
年

度
に
４
年
生
に
な
る
原
広
司
さ
ん
は
、
学

内
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
を
立
ち
上
げ
た
。

　
「『
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
論
』
で
の
経
験

が
、
大
学
で
の
積
極
的
な
学
び
や
活
動
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
学
び
を
用

意
し
て
く
れ
た
大
学
に
恩
返
し
を
し
た

い
、
多
く
の
学
生
に
同
じ
よ
う
な
経
験
を

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
」（
原
さ
ん
）

　

成
果
が
あ
る
一
方
、
課
題
意
識
も
あ
る
。

　
「
講
義
型
の
授
業
よ
り
も
教
員
の
負
担

が
大
き
い
授
業
形
式
で
あ
り
、
教
員
個
々

人
の
努
力
で
支
え
ら
れ
て
い
る
部
分
が
大

き
い
の
が
現
状
で
す
。
学
部
教
員
の
半
数

が
か
か
わ
っ
て
い
る
科
目
で
す
が
、
更
に

組
織
と
し
て
ど
う
維
持
し
、
発
展
さ
せ
て

て
い
く
の
か
が
課
題
で
す
」（
加
藤
教
授
）

◎
課
題
意
識
と
狙
い

　

立
命
館
大
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
ゲ
ー
ミ
ン
グ
（
以
下
、
Ｇ

Ｓ
Ｇ
）」
は
、
国
際
交
渉
を
疑
似
体
験
し
、

国
際
問
題
の
解
決
に
挑
戦
す
る
実
践
型
の

授
業
で
、
２
年
生
全
員
が
前
期
に
受
講
す

る
。
学
部
創
設
時
の
１
９
８
８
年
か
ら
形

を
変
え
な
が
ら
続
く
、
国
際
関
係
学
部
の

名
物
科
目
だ
。
約
３
０
０
人
の
学
生
が
各

自
の
希
望
で
20
を
超
え
る
国
家
や
国
連
、

数
社
の
マ
ス
コ
ミ
な
ど
、
約
30
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
（
ア
ク

タ
ー
。
各
国
の
政
府
や
国
連
、
マ
ス
コ
ミ

な
ど
）
に
扮
し
、
半
年
に
わ
た
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
会
議
や
交
渉
を
行
う
。

　

こ
の
科
目
に
つ
い
て
、
副
学
部
長
の
河

村
律
子
准
教
授
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
国
際
政
治
や
経
済
な
ど
へ
の
問
題
意

識
を
高
め
、
外
交
の
本
質
を
学
ぶ
と
共

に
、
交
渉
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

目
的
で
す
。
立
場
に
よ
っ
て
異
な
る
多
様

＊１　Teaching Assistant の略。授業の運営の支援や補佐をする学生のこと

図１ 　大阪市立大　「キャリアデザイン論」と「プロジェクトゼミナール」の位置付け

従来の「専門基礎→
専門科目・専門ゼミ
ナール・卒論」とい
う学びの流れに加
え、低学年のうちに
実際のビジネスに触
れ、自ら理論の必要
性に気付いた上で
専門科目や卒論に
取り組むことも可能
になった

＊学校資料を基に編集
部で作成

４年次

３年次

２年次

１年次
キャリアデザイン論

プロジェクトゼミナール

卒論

専門ゼミナール専門科目

専門基礎

コース概論
経済 経営 会計

課題の発見、解決能力の向上

国
際
政
治
や
国
際
経
済
を

疑
似
体
験
し
、専
門
に
つ
な
げ
る

立
命
館
大
国
際
関
係
学
部

グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ゲ
ー
ミ
ン
グ

＊プロフィールは２０１２年３月時点のものです
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な
視
点
の
存
在
を
、
リ
ア
ル
な
体
験
を
基

に
学
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

◎
取
り
組
み
内
容

　

学
生
は
あ
る
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
た
全

15
コ
マ
の
授
業
を
通
し
て
、
自
分
が
扮
す

る
ア
ク
タ
ー
に
な
り
き
り
、
国
益
や
機
関

の
方
針
に
沿
っ
て
交
渉
や
会
議
を
行
い
、

国
際
的
な
合
意
形
成
を
目
指
す
（
図
２
）。

11
年
度
の
テ
ー
マ
は
環
境
・
開
発
問
題（
生

物
多
様
性
と
地
球
温
暖
化
）
で
、
実
際
に

開
か
れ
た
国
際
会
議
を
想
定
し
た
。

　

１
〜
３
コ
マ
目
は
、
学
生
全
員
が
共
通

認
識
を
持
つ
た
め
に
テ
ー
マ
や
各
国
の
状

況
に
つ
い
て
同
一
の
授
業
を
受
け
る
。
４

コ
マ
目
以
降
は
国
や
機
関
な
ど
ア
ク
タ
ー

ご
と
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、
国
連
で
の
実

務
経
験
の
あ
る
教
員
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
マ
ス
コ

ミ
出
身
の
教
員
か
ら
、
専
門
的
・
学
問
的

な
基
礎
知
識
、
外
交
文
書
の
や
り
取
り
の

仕
方
、
交
渉
方
法
な
ど
の
指
導
を
受
け
る
。

　

５
〜
７
コ
マ
目
で
は
、
学
生
は
日
本
や

フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
国
や
国
連
の
各
機
関
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
各
自
が
扮

す
る
国
や
機
関
の
研
究
を
深
め
、
生
物
多

様
性
や
地
球
温
暖
化
に
対
し
て
の
自
分
た

ち
の
戦
略
を
練
る
。
各
国
・
各
機
関
の
戦

略
は
８
コ
マ
目
の
「
ア
ク
タ
ー
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
発
表
し
、
他
国
の
戦
略

を
踏
ま
え
て
自
分
た
ち
の
戦
略
を
練
り
直

す
。
そ
の
上
で
、
９
、
10
コ
マ
目
に
国
同

士
の
利
害
調
整
な
ど
の
交
渉
を
行
い
、
全

体
で
行
う
国
際
交
渉
に
備
え
る
。

　

活
動
は
授
業
時
間
外
に
も
行
わ
れ
る
。

こ
の
授
業
を
受
講
し
た
木
津
芳
夫
さ
ん
は

「
現
実
の
政
治
や
国
際
関
係
を
調
べ
た
上

で
自
国
の
方
針
を
立
て
る
に
は
、
授
業
内

だ
け
で
は
時
間
が
足
り
ま
せ
ん
。
自
主
学

習
が
前
提
の
授
業
で
し
た
」
と
話
す
。

　

こ
う
し
た
学
習
を
経
て
、
１
日
を
掛
け

て
Ｇ
Ｓ
Ｇ
の
本
番
（
11
〜
14
コ
マ
目
を

使
っ
た
国
際
交
渉
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
）
を
行
う
。
自
国
内
で
の
作
戦
会
議
、

国
家
間
交
渉
、
合
意
形
成
の
場
と
し
て
の

Ｃ
Ｏ
Ｐ
（
＊
２
）
を
３
回
（
つ
ま
り
３
年

分
）
繰
り
返
し
、各
国
の
合
意
を
目
指
す
。

マ
ス
コ
ミ
役
の
ア
ク
タ
ー
は
、
そ
の
様
子

を
学
内
に
テ
レ
ビ
報
道
す
る
な
ど
、
実
際

の
国
際
会
議
さ
な
が
ら
に
進
行
す
る
。
会

議
の
結
果
、
決
裂
し
た
ま
ま
全
て
が
終
わ

る
こ
と
も
あ
る
。

　
「
Ｇ
Ｓ
Ｇ
で
合
意
に
至
る
こ
と
は
ま
れ

で
、
利
害
調
整
が
つ
か
な
い
ま
ま
終
わ
る

こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
学
生
は
国
際
関
係
の
難
し
さ
を
体
感

す
る
の
で
す
」（
河
村
准
教
授
）

　

授
業
運
営
の
注
意
点
を
河
村
准
教
授
は

こ
う
話
す
。

　
「
自
分
の
理
想

で
は
な
く
、
実
際

の
国
の
主
張
に

沿
っ
て
行
動
す
る

よ
う
に
指
導
し
て

い
ま
す
。
当
然
、

学
生
は
理
想
と
現

実
の
ギ
ャ
ッ
プ
、

世
界
全
体
の
利
益

と
国
益
の
狭
間
で

生
じ
る
葛
藤
を
味

わ
い
ま
す
が
、
こ

れ
が
世
界
の
現
実

で
す
。
ま
た
、
実
際
の
国
の
主
張
と
か
け

離
れ
て
い
る
と
他
ア
ク
タ
ー
か
ら
指
摘
さ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
世
界
の
状
況
や
各

国
の
現
実
の
姿
を
研
究
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
が
国
際
関
係
学
の
学
び
を
深
め

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
」

　

Ｇ
Ｓ
Ｇ
は
本
番
で
終
わ
り
で
は
な
い
。

最
後
の
15
コ
マ
目
で
は
、「
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
言
動
を
し
た
の
か
」
な
ど
、
具
体
的

に
全
体
を
振
り
返
る
。
受
講
生
全
員
で
多

様
な
視
点
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め

だ
。

◎
成
果
と
課
題

　
「
一
言
で
『
国
際
関
係
学
』
と
い
っ
て

も
、
扱
う
分
野
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

学
問
内
容
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

ほ
ど
、
専
門
分
野
も
決
め
や
す
く
な
り
ま

す
。
Ｇ
Ｓ
Ｇ
を
き
っ
か
け
に
、
学
生
は
４

年
間
の
学
び
に
向
き
合
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
」（
河
村
准
教
授
）

　

学
部
創
設
当
初
か
ら
開
講
し
て
い
る
Ｇ

Ｓ
Ｇ
だ
が
、
毎
年
改
善
を
重
ね
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
約
３
０
０
人
の
学
生
に
対
し
２

人
の
教
員
で
運
営
し
て
い
た
が
、
12
年
度

か
ら
は
10
人
の
教
員
に
よ
る
10
ク
ラ
ス
の

授
業
に
再
編
す
る
と
い
う
。

　
「
ア
ク
タ
ー
ご
と
の
知
識
や
背
景
を

も
っ
と
深
め
る
た
め
、
ま
た
、
今
ま
で
は
＊２　締約国会議（Conference of the Parties）。条約を批准した国が集まる会議

図２ 　立命館大　GSGの授業の流れ（2012年度）

2012年度に予定されている授業の流れ。半期15コマを通して、国際政
治・経済の実際を体験できる。 「テーマや自国の研究→事前交渉→国
際会議での折衝」という流れになっている ＊学校資料を基に編集部で作成

全体総括

事前交渉と直前
政策検討会

授業
回数 授業の流れ 内　　容

本番に向けて交渉を続けつつ、最終的な政策
を確認

自国内での作戦会議、国家間交渉、合意形成
としての国際会議を行い、国際的な合意を目指
す

授業内容の説明
テーマについて全員に向けて一斉講義

一斉講義を受けてテーマについて研究し、共
有。その後アクター決定

ミニＧＳＧ（本番に
向けてのプレ会議）

本番に向けて、二国間交渉・多国間交渉を
行う

授業の振り返り

アクタープレゼン
テーション

自国の現状分析と、他のアクターに対して政策
表明と情報収集を行う

ルール説明と
交渉練習

アクター研究報告

テーマ研究報告

テーマ講義
GSG概要説明

ＧＳＧ本番

自分たちが扮するアクター（役割）の現状認識・
課題設定・政策立案を行う
交渉や国際会議のルールを押さえつつ、自国
の政策検討を行う

1
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評
価
で
き
て
い
な
か
っ
た
学
生
個
々
の
主

体
的
な
活
動
を
丁
寧
に
評
価
し
、
主
体
性

を
発
揮
す
る
こ
と
も
後
押
し
し
た
い
と
考

え
、
指
導
す
る
教
員
を
増
や
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
よ
り
多
く
の
学
び
の
機
会
提
供

と
き
め
細
か
い
運
営
を
目
指
し
ま
す
」（
河

村
准
教
授
）

　

４
月
号
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
体
験

型
学
習
が
「
社
会
と
の
接
点
だ
け
で
な

く
、
専
門
分
野
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
か
」「
４
年
間
で
体
系
的
に

組
ま
れ
て
い
る
か
」
と
い
う
視
点
は
外
せ

な
い
。
今
回
の
事
例
は
そ
れ
ぞ
れ
、
学
部

の
専
門
教
育
へ
の
橋
渡
し
だ
け
で
な
く
、

実
社
会
を
ど
の
よ
う
に
体
験
さ
せ
る
か
と

い
う
視
点
で
工
夫
さ
れ
た
取
り
組
み
だ
。

そ
こ
に
、
教
員
の
指
導
の
手
厚
さ
が
加
わ

る
こ
と
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
魅
力
が
増
す
。

既
に
多
く
の
教
員
が
か
か
わ
る
大
阪
市
立

大
商
学
部
と
、
今
後
よ
り
き
め
細
か
い
指

導
を
目
指
し
て
教
員
を
増
員
す
る
立
命
館

大
国
際
関
係
学
部
の
姿
勢
は
、
大
学
選
び

の
重
要
な
視
点
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

取
材
・
編
集
協
力
：
山
内
太た

い

地じ

体
験
型
学
習
が
浸
透
し
た
今
、

手
厚
い
指
導
も
選
択
の
ポ
イ
ン
ト
に

進
路
指
導
に
生
か
す

＊プロフィールは２０１２年３月時点のものです

体験型学習を行う大学 西日本編

大
阪
市
立
大
商
学
部
１
年

藤
村
亜
衣

（
大
阪
府
立
四
條
畷
高
校
卒
業
）

知
識
や
理
論
が
な
け
れ
ば

解
決
策
の
幅
は
広
が
ら
な
い

立
命
館
大
国
際
関
係
学
部
２
年

木
津
芳
夫

（
大
阪
府
立
住
吉
高
校
卒
業
）

本
気
の
議
論
に
刺
激
を
受
け

自
ら
行
動
す
る
よ
う
に

学 生 V O I C E

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
体
験
型
の
授
業

の
魅
力
に
触
れ
て
、
本
学
の
商
学
部
に
入
学

し
ま
し
た
が
、
１
年
生
の
夏
ま
で
は
あ
ま
り

勉
強
に
身
が
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
何
を
す

る
た
め
に
大
学
に
入
っ
た
ん
だ
ろ
う
」と
思
っ

て
い
た
時
に
、
夏
休
み
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ

ス
ト
を
知
り
、
参
加
し
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
や
筋
道
を
立
て
た
考

え
方
を
学
ん
だ
も
の
の
、
発
表
は
全
く
う
ま

く
い
か
ず
、
自
分
の
知
識
の
無
さ
を
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

も
っ
と
力
を
付
け
た
い
と
思
い
、
１
年
生

の
後
期
に「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
論
」を
受
講
。

中
瀬
先
生
の
ク
ラ
ス
で
、
３
つ
の
企
業
の
課

題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
最
初
の
課
題
で
高

評
価
を
得
て
得
意
に
な
っ
て
い
た
ら
、
そ
れ

以
外
で
厳
し
い
評
価
を
受
け
た
り
、
人
件
費

な
ど
の
コ
ス
ト
を
考
慮
で
き
て
い
な
か
っ
た

部
分
を
指
摘
さ
れ
た
り
と
、
悔
し
い
思
い
も

し
ま
し
た
。「
知
識
や
理
論
が
な
く
て
は
、
課

題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
は
踏
め
て
も
、
解
決
策

の
選
択
肢
が
浮
か
ば
な
い
」
と
、
知
識
や
理

論
を
学
ぶ
重
要
性
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

残
り
３
年
間
の
大
学
生
活
で
も
っ
と
勉
強
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

１
年
生
の
時
は
英
語
の
勉
強
が
中
心
で
し

た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
国
際
関
係
学
の
基
礎
を
固

め
た
い
と
思
っ
た
頃
に
Ｇ
Ｓ
Ｇ
が
始
ま
り
ま

し
た
。
生
物
多
様
性
と
地
球
温
暖
化
に
つ
い

て
国
際
的
合
意
を
目
指
す
設
定
で
、
私
は
ノ

ル
ウ
ェ
ー
を
選
択
。
最
高
政
策
決
定
者
に
な

り
ま
し
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
担
う
主
な
役
割

は
、
先
進
国
と
発
展
途
上
国
と
の
仲
介
で
す
。

８
人
の
チ
ー
ム
で
、
国
の
方
針
を
決
め
、
膨

大
な
資
料
を
読
み
、
議
論
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
し
、
更
に
他
国
チ
ー
ム
の
学
生
と

多
国
間
交
渉
も
行
っ
て
、
合
意
に
向
け
て
の

戦
略
を
立
て
ま
し
た
。

　

本
番
で
は
、
各
国
の
議
論
が
紛
糾
し
収
拾

が
つ
か
な
い
中
、
日
本
チ
ー
ム
が
想
像
を
超

え
た
視
点
か
ら
の
提
案
を
し
た
こ
と
が
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。「
１
つ
の
も
の
を
作
る
た

め
に
は
準
備
段
階
が
大
切
」
と
、
本
番
前
に

夜
遅
く
ま
で
打
ち
合
わ
せ
し
た
こ
と
も
良
い

経
験
で
し
た
。

　

授
業
を
通
し
て
本
気
で
議
論
を
し
、
活
動

す
る
同
級
生
か
ら
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
自

分
も
自
ら
行
動
し
な
け
れ
ば
と
考
え
、
大
阪

府
議
会
議
員
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

す
る
な
ど
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

２
・
３
年
生
を
中
心
に
、
学
部
・
学
年

を
横
断
し
て
チ
ー
ム
を
編
成
。
企
業
な
ど

か
ら
提
供
さ
れ
た
課
題
の
解
決
に
挑
戦
す

る
過
程
を
通
し
て
、
大
学
で
の
勉
学
の
成

果
を
社
会
で
活
用
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ベ
ー
ス

ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の
授
業
科
目
。
地
域

や
企
業
の
人
が
講
師
と
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
ベ
ー
ス
に
学
習
を
進
め
る
課
題

解
決
型
の
科
目
。
実
践
的
な
問
題
発
見
・

課
題
解
決
能
力
な
ど
の
育
成
を
目
指
す
。

　

学
問
領
域
を
超
え
た
混
成
グ
ル
ー
プ
が

共
通
テ
ー
マ
に
つ
い
て
討
論
す
る
。
初
年

次
教
育
と
し
て
実
施
し
、「
相
手
の
立
場

で
理
解
す
る
能
力
」
な
ど
を
含
め
た
問
題

解
決
能
力
の
育
成
を
目
指
す
。
人
文
社
会

系
学
生
と
理
系
学
生
の
混
成
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
な
ど
が
あ
る
。

　

１
・
２
年
次
連
続
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
と
３
年
次
の
早
期
研
究

室
配
属
を
通
し
て
、
入
学
時
か
ら
継
続
的

に
理
工
系
分
野
の
研
究
面
へ
の
興
味
・
意

欲
、
国
際
的
視
野
を
育
む
教
育
を
行
う
。

総
合
理
工
学
部
理
工
特
別
コ
ー
ス

ハ
ー
モ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
Ｐ
Ｂ
Ｌ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

「
実
践
的
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
教
育
」
プ
ロ
グ

ラ
ム
（O

/O
C
F-P
B
L

）

●
島
根
大

●
広
島
大

●
同
志
社
大

●
京
都
産
業
大

事例以外に体験型学習を行う大学・学部を紹介

し
じ
ょ
う
な
わ
て
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